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成人気管支喘息患者 に お け る ゴ キブ リ ア レ ル ゲ ン の 検討
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2）

　成人気管支喘息患者 127 名にお い て コ マ ーシ ャ ル ベ ース の 4 種の ゴキブ リ抗原液 を用 い て皮内テ ス

トを行 っ た．また CAP −RAST 法に てゴキ ブリ特異 的 19E 抗体を測 定 した．使用 したゴキ ブリ抗原液に 対

する 即 時型皮 内反応 陽性率は 10 ．2 〜12．6％ で あ り ， CAP −RAST 陽性 率は 12．6％ で あっ た，

　ゴキブリ に感作 され た喘息患者 6 名に ゴ キブリ に よ る抗原吸 入誘発 試験 を施行 し た とこ ろ 2 名に即

時型気道反応 ， 1 名 に遅発型気道反応を認め た．末梢血 白血球 ヒ ス タ ミン遊離試験にお い て も陽性例 を認

めた．

　RAST 抑制試験 にて 2 種の ゴキブリ （American 　cockroach ，　 Gemman 　cockroach ）の 間 に は共通抗原
性 の 存在が示唆 され た．またダ ニ 抗原 に よ っ ても ゴ キ ブ リ RAST は 抑制 される例 が み られ ，

一部ダニ と

の共通抗原性も示唆され た．

　本邦に お い て もゴキ ブリア レ ル ゲン の 関与 した喘息 症例 は少なか らず存在 し， 注 目す べ き と思われ た．
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は じめ に

　気管支喘息 に お い て ゴ キ ブ リ は，欧 米 で は ダ ニ
， 花

粉，ベ ッ トとと もに重要 な吸 入性抗原 として位置づ け

ら れ て お り，多数 の 基礎 的 ， 臨床的な検討 が なされ て

い る．しか し，わ が 国にお い て は ，ゴ キ ブ リ抗原 に対

する 調査研究はあ ま りな され て い ない ．以前 よ り，筆

者らは，ゴ キブ リ ア レ ル ゲ ン に 関す る調査結果 に つ い

て報 告D2 ｝して い る が，本邦 に お い て ア レ ル ギ
ー疾患に

お け る 重 要性 に つ い て は，まだ十分 に確立 さ れ た もの

で はな い ．

　今回，施設を変え ， 成 人気管支喘息にお け る ゴ キブ

リ ア レ ル ゲ ン の 臨床的 意義に つ い て ，さ らに 検討 を加

えた の で報告する．

対象 と方法

　国立相模原病 院 ア レ ル ギ ー科外来 に 初診 で 受診 した

成人気管支喘息患者 127名 （男性 47 名，女性 80名，
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AbbreViations：HRT 　histamlne　releasc 　test　i

RAST 　 radioallerg 〔｝sorbent 　test

平均年齢 44．2 歳），ア レ ル ギ ー性鼻炎 または ア トピ ー

性皮膚炎 及 び 両者 の 合併 63名 （男性 23 名 ， 女性 40

名，平均 年齢 35．1 歳）に ゴ キ ブ リ抗原液 に 対す る即時

型皮内反応 ， 特異的 IgE 抗体を測定，さらに ゴ キ ブリ

に感作された症例 にお い て 抗原吸入誘発試験 ，末梢 血

白血球ヒ ス タ ミ ン 遊離試験 を実施 した，

1＞皮内テ ス ト

　 コ マ ーシ ャ ル ベ ー
ス の 皮 内 テ ス ト用 の 4 種 の ゴ キ ブ

リ抗原液，American 　cockroach （Greer　Laboratories
，

Lenoir，　 North　 Carolina，　 U ，S，A 　 以 下 Greer ），

American 　cockroach 　（Hollister−Stier　Laboratories，
Spokane，　 Washington ，　 U ．S．A 　 以 下 Hollister），
German 　cockroach （Greer），German 　cockroach （Hol−

lister） を対照液 （O．5％ フ ェ ノール 含有生理 食塩 水溶

液） に て 10000 倍希釈 した もの を作成 し ， 患者前腕に

皮内注射法に て 実施 ．膨疹 9mm 以上ある い は発赤 20

mm 以 上 を陽性 と判定 した．

2）特異 的 IgE抗体 （RAST ）

　皮内テ ス トを施行 した同
一

の 気管支喘息患者 127名

の 血清 に お い て CAP −RAST 法 （Pharmacia，　 Sweden ）

に よ りゴ キ ブ リ （German　cockroach ）に 対する特異的

IgE 抗体 を測定 した．　 score 　2 （≧ 0．7UA ／ml ）以 ヒを陽

性 と し ， 各 ゴ キ ブ リ抗原液に よる即時型皮 内反応 との

致 率を み た ．
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Table　 lPositive　rate 　of 　immediate　intradermal　skin 　 response 　to　four　commercial

base　cockroach 　extracts 　among 　adu 】t　allergic　disease　patients

Greer Hollister

Arnerican
cockroach

GermancockroachAmerican
cockroach

Germancockroach

Brollchia［asthma
13／127
（上0，296）

14／127

（llD％）

15／127
（11，8％）

16〆127
（12．6％）

Allergic　rhinitis

　　　　and ／or

atopic 　dermatitis

6／63
（9．5％）

7／63
（ll．196＞

7／63
（ll，1％）

　 9／63
（14．3％）

Table　2　Comparison　of 　the 　results 　of　immediate　intradermal　skill 　response 　to

　　　 Greer　and 　Hollister　Laboratories　among 　two 　cockroach 　species

American 　cockroach 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 German 　cockroach

Hollister Ho且ister

Positive Negative Positive Negative

Positive 14 5 Positive 18 3
GreerGrcer

Negative 8 163 Negalive 7 162

（p 〈 0．OOOI　by　Fisher
’
sexact 　probability　test）

Agreement 　with

pOSitive　reaCtiOn
14／27　＝　51．9％

ψ〈 0．0001by 　Fisherlsexact　probability　test）

Agreement 　with

positive　reaction
18／28 ＝

　64．39急

Tab 且e　3　Comparison　of 　the　results 　of 　immediate 　intradermal　skin 　response 　to　American 　cockroach

　　　　　　　　and 　German 　cockroach 　among 　both　commercial 　laboratories

　 　 　 　 　 　 　 Greer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hollister

German 　 CQckroach German 　cockroach

Positive Negative Positivc Negative

Positive 17 2　　　 Ame ，ican Positive 20 2
American
cockroachNegaUve 4

　　　　　　　　　　　cockroachl67 Negative 5 163

（p ＜ 0．0001by 　Fisheピ sexact 　probability　test）

Agreement 　with

positive　reaction
17／23　＝　739％

（p 〈 0．0001by 　Fisher
’
sexact 　probability　test）

Agreement 　with

positive　reaction
20／27　＝　74．［％

3）抗原吸入誘発試験

　実施 に あ た り，当院の 倫理委員会の 承認お よび患者

へ の 説明を十分 に 行 い
， 同意を得て 行 っ た．

　方法及び即時型喘息反応の 判定は ア レ ル ギ
ー

学会 の

標準法蹴 こ従 っ た ．

　抗 原 液 は Hollisterの German 　cockroach 抗 原 液 か

らグ リセ リ ン を除去 した もの を希釈調整 して 使用 し

た．実 際 の 方 法 と し て は Hollisterの German 　cock −

roach 抗原液の 原液をセ ロ フ ァ ン チ ュ
ー

ブに い れ て生

理食塩水で 4℃24 時間透析す る こ とに よ りグ リ セ リ ン

を除去，その 後透析内液 を O．2μ の ミ リポ ア フ ィ ル タ ー

によ り濾過滅菌 し，吸入試験用 の 抗原 液 を作製．そ れ

を生理食塩水で 希釈 し，重量／容量で 100倍か ら 10000

倍に調整 ， 標準法 に 従 い 抗 原 吸 入 誘発試験 を行 っ た．

　また検査 前日，当 日 ， 翌 日に ピーク フ ロ ーメ ータ
ー

によ り朝 9 時か ら就寝まで原則として 1 時間毎に ピー

ク フ ロ ー値 （PEFR ） の 自己測定 を実施 して も らい ，

PEFR の 推移か ら遅発型喘息反応の 有無を判定 した．
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Table　4　Agreement 　between 　thc　results 　of　immediate　intradermal　skin 　responsc

　 　　 　 to　four　commercial 　base　cockroach 　extracts 　and 　CAP −RAST

　　　　　　　　　　 （German 　cockroach ，　Pharmacia ）

CAP −RAST

PosltiveNegativeAgreement

　with

　positive　rate

Positive ll 2American　cockro 翫 ch

（Greer）＊

Negative 5 lo9

11／1呂

61．1％

Pos〔tive 13 ⊥Gcrman　 cockroach
（Greer）＊

Negative 3 110

13／工776
．5％

拐
当

．日
着
罵

日

お
鷺
お
．三
9
．田
它
日
∈

H

Positive 9 6American 　cockroach
（Hollister）＊

Negative 7 105

9／2240
、9％

PQsitive 12 4German 　cockroach

（Hoilister）＊ Negative 4 107

ユ2〆2060
，0％

＊ （p く 0，0001by 　Fisher
’
sexact 　probability　test）

4）末梢血 自血 球 ヒ ス タ ミ ン 遊 離試験 （HRT ）

　HRT は三 田 らの 方法 4〕に よ り，刺激物質 （anti −lgE）

と し て ヒ トlgE に 対 す る afflnity −purified　goat　anti −

body （α 一lgE）（Kirkegaud ＆ Perry　Lab．　Inc．　USA ），

Pharmacia 製 German 　cockroach 凍結 乾燥末を用 い て

実施 した．

5） RAST 抑制試験

　 American　cockroach と Greman 　cockroach と の 交

叉抗原性 ， お よびダ ニ と ゴ キブ リとの 交叉抗原性に つ

い て RAST 抑制試 験 に よ り検討．　 Pharmacia 製 Ger−

man 　cockroach 凍結乾燥 末 よ り抽出 した抗原液で コ ー

テ ィ ン グ した plate 内で ，
ゴ キブ リ CAP −RAST 陽性患

者血清 に inhibitorとして IO 倍希釈 系列 で 作成 した ダ

ニ Der　P　（Hollister），
　 Der　f （Hollister），

　 American

cockroach （Greer 及 び Hollister），German　eockroach

（Greer 及 び Hollister）の 抗原液 を添 加 後 ，
ゴ キ ブ リ

CAP −RAST を測定，その 抑制率 を求めた ．

結　果

1）使用 した 4 種類の ゴ キブ リ抗原液 に対する即 時型

皮内反応 陽性率の 比較 （Table　1）

　 American　cockr 〔〕ach ，　 German 　cockroach （と も に

Greer 及 び Hollister） に 対す る 即 時型 皮内反 応陽性 率

をみた と こ ろ ，成人気管支喘息及び他の ア レ ル ギ ー疾

患に お い て 陽性率は 9．5〜14．3％ で あ っ た．

　 気管支 喘 息及び他の ア レ ル ギ ー疾患 と もに Hollis．

ter の German 　cockroach に お い て 最 も高 い 陽 性率 が

認め ら れ た が，他の 抗原液 も約 10％ 前後の 陽性率を認

め て い た．

2）抗原液の 供給会社 の 違 い に よる皮内反応陽性者数

の 比較 （Table　2）

　 American　cockroach に つ い て Greerと Holiister
の ，German 　cockroach に つ い て Greerと Hollisterの

抗原液に 対する即時型皮内反応陽性者数を比較 した．

American　cockroach に つ い て Greer陽 性者が 19名 ，

Ho】lister陽性者 が 22 名，両 者とも陽性は 14 名，陽性
一致率は 51．9％ で あ っ た．

　 German 　cockroach に つ い て は Greer陽 性 者 が 21

名， Hollister陽性者が 25 名 ， 両者とも陽性は 18 名，

陽性
一

致率は 64．3％ で あ っ た ．フ ィ ッ シ ャ
ー

直接確率

計算法で は そ れぞれ統計学 的 に相 関が 認め られ たが ，

同じ種類の ゴ キ ブ リに つ い て即時型内反応をみ て い る

の に もか か わ らず，抗原液 の 供給会社 の 違 い によ り陽

性 ， 陰性 に か な りの ば ら つ きが 認 め ら れ た ．

3）ゴ キ ブ リの 種類別に よる皮内反応陽性者数の 比較

（Table　3）

　 Greerの American 　 cockroach と German 　 cock −

roach 抗原液に つ い て Hll時型皮内反応陽性者数の 比較

を行 っ た とこ ろ ，American 　cockroach 陽性者が 19 名，

German 　cockroach 陽性者が 21 名，両者 とも陽性は 17

名，陽性
・．
致 率 は 73．9％ で あ っ た．

　 また Hollisterにお い て American 　cockroach 陽性者
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は 22名 ， German　cockroach 陽性者が 25 名，両者 とも

陽性 は 20 名，陽性一致率は 74」％ で あ っ た ， Greer，

Hollisterともに 2 種 の ゴ キ ブ リの 間で は高 い 陽性
一

致率が 認め られ ，統計学的に もそれ ぞれ相関が認め ら

れ た．

4）即時型皮 内反応 と特異的 IgE 抗 体 （CAP −RAST ）陽

性率の 比較 （Table 　4）

　CAP −RAST （German　cockroach ）陽 性 率 は 12．6％

（16／127）で あっ た ．各種抗原液に よる即時型 皮内反応

との 陽性
一致率は 409 〜76．5％ で あ っ たが，統計学的

（UA！ml）

　 　 100

Mite

10

1

● ● ●

●

● ●

●
●

●

■

r≡0，054
●

●

●

●
●　も

●

●

o

　 　 1　 　 　　 10　 　　 　 100

German 　cockrOaCh 　　 （UA ！ml ）

　Fig．1．　Correlation　between　CAP・RAST 　titers．

mite 　vs 　German　cockroach ．

に は それ ぞ れ 相関が 認 め ら れ た．Greer の German

cockroach と CAP −RAST にお い て 最 も高 い 陽性
一致

率が得 られ た．

5） ダ ニ と ゴ キ ブ リ の 特異 的 IgE 抗体価 の 相 関 （Fig．

1）

　ダニ の 存在 下 に ゴ キブ リも多数存在 し て 両者に 感作

され る の か ，ある い は ダ ニ に感作 され や すい 人 は ゴ キ

ブ リに も感作 され や すい の か を み る た め に 比 較 した

が ， r　・・　O．054 と ダ ニ と ゴ キブ リの CAP −RAST の 間に

は相 関は認め ら れなか っ た ．

6）抗原吸入誘発 試験

　 ゴ キ ブ リ に感作され て い た 6 名の 喘息患者に お い て

抗原吸入誘発試験を施行 した．6 名中 3 名が陽性 とな

り，2 名に即時型気道 反応，1名に 遅発型気道 反応 を 認

め た ．即時型 気道 反 応 （F正g．2）及 び遅発 型気 道反応

（Fig．　3）を示 した例を示す．

　（Fig．2）は 37 歳女性 ， 今回使用 した ゴ キブ リ抗原液

に 対す る即 時型 皮 内 反応 は す べ て 陽性 ，
ゴ キ ブ リ

CAP ・RAST は score 　2．1000 倍希釈 抗 原 液 吸入 10分

後 に FEV1．e が 20％ 以上低下 を認 め即時型喘息反応 陽

性 と診断 した ．

　 （Fig．3）は 36 歳 男性 ，
　 Alnerican　cockroach （Greer），

German　cockroach （Gerer及 び Hollister）に 対 す る

即時型皮内反応 陽性，ゴ キ ブ リ CAP −RAST は score 　3．

100倍希釈抗原 液吸入 にて即時型喘息反応 は み ら れ な

か っ たが 6 時間後 に PEFR が 20％ 以上 の 低下 を認め

％ PEForF ［≡V1．O

％

100

80

60

40

20

9　10 　11　12　13　14　15　16　17 　18 　19 　20　21　22 　23

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0’clock

　Fig．2．　Time 　course 　of 　bmnchial 　antigen 　（Gcrman　cockroach ＞ provocation 　test，

This　case 　showed 　an 　immediate　decrease（≧ 20％ of 　baseline　value ）of　FEVLo．
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％ PEF 　or　FEV1 ．0

％
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091G

　 111213141516171819202122230l

　clock

Fig．3．　 This　case 　showed 　a　late（≧ 3hours 　after 　a　final　allergen 　challenge ）decrease

〔≧ 15％ of　base［ine　leveD　of 　PEF ．
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A （36yo 　M ，　CAP −RAST 　score 　3）

o．01　　 ，1　　 110 　　 100　 1000

12010080

604020

B （38yo 　M ，GAP −RAST 　score 　3＞

0
．01　 　．1　 　 1

Concentration　of　German 　cockroach （pg／ml ）

Fig，4．　 Histamine　release 　curve 　in　two 　cases ．

10　　 100　 1000

Histamine　releasc 　abil正ty　at 　6　different　concentrations 　of　cockroach 　atlergen （Ger一

man 　cockroach ） was 　examined ．

　A ．Histamine　release 　corespond 　to　concentrations 　of　cockroach 　allergen 　and 　Hista−

mine 　dose−dependent　release 　was 　observed ．

　B．Bell　shape 　histamine　release 　response 　curve 　was 　observed 　as 　anti −lgE ．

遅発型 喘息反応 が陽性 となっ た．

　なお ， 症例数は少 ない が今回抗原吸 入誘発試験陽性

と な っ た 患 者 の CAP −RAST は 2．01〜4．17UA ／m1 で

あ っ た の に対 し陰性 例は 1．79−−2．22UA ／ml と低 い 傾

向にあ っ た．

7）末梢血 白血球 ヒ ス タ ミ ン遊離試験

　末梢血 白血 球 ヒ ス タ ミ ン 遊離試験 陽性 とな っ た 2 例

の ヒ ス タ ミ ン 遊離曲線を示す （Fig．4）．

　 ヒ ス タ ミ ン 遊離率が ゴ キブ リ の 抗原濃度に対 し，濃

度依存性に上昇 を認め （Fig．　4A ）， また bell　shape の 反

応 曲線 （Fig．4B ）も認、め ら れ た ．2 例 と も高 い reactiv −

ity （最大 ヒ ス タ ミ ン 遊離率）及び高い sensitivity （50

％遊離量に必 要な抗原 濃度）が 認め ら れ た ．
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Fig．5．　 RAST 　inhibition　curve 　（case 　1）．

2×

Ana 且ysis　of　cockroach 　sensitlve　patient
唱
∬ erum 　by　RAST 　inhibiton　study 　using 　six

defferent　materials （commercia 且base　cockroach 　and 　mite −allergen 　extracts ）．

In　this　 case 　German 　cockroach 　RAST 　dose　not 　inhibited　 with 　American　cockroach

（Greer） and 　mite −allergen 　extracts ．

8）RAST 抑制試．験

　RAST 抑制試験 を施 行 した 2 例 の RAST 抑 制曲線

を示 す （Fig．5， 6）．

　症例 1 は 48 歳 男性 で ゴ キ ブ リ CAP ・RAST は 8．45

UA ／ml （score 　3）， ダ ニ CAP −RAST は 0．36UA ／ml

（score 　1）で あ っ た ．また症例 2 は 39 歳 の 男性で ゴ キ

ブ リ CAP −RAST は 7．51UA ／ml （score 　3），ダ ニ CAP −

RAST は 3．9UA ／ml （score 　3）で あ っ た．

　症例 1 （Fig、5） で は Greerの German　cockrQach ，

Hollisterの German　 cockroach ，　 Hollisterの Ameri −

can 　cockroach にお い て 用量依存性 に，抑制が認 め ら

れ た が ，Greer の American 　cockroach に お い て 用 量

依存性 に ，抑制 が 認 め られ た が，Greerの American

cockroach で は軽度の 抑制 しか認め られず ， ま た ダ ニ

抗原 （Der　p，　 Derf）で は抑制 は認 め られなか っ た ．し

か し症例 2 （Fig．6）にお い て は 作用 さ せ た 4 種の ゴ キ

ブ リ抗 原液だ けでな くダニ 抗原 （Der　p，　 Derf）に お い

て も抑制が認め られた．

考　案

ゴ キ ブ リ ア レ ル ギ ーは ，1964年 に Bernton5）らが 初

め て 報告 して 以来，吸入性 ア レ ル ゲ ン として 重要視 さ

れ るよ うにな り ， 海外で は基礎的，臨床的報告が多数

な さ れ て い る．WHO ガ イ ド ラ イ ン 6）で も ゴ キ ブ リ抗原

は
一

般 的な トリガ ーで あ り駆除を推奨 して い る．

　本邦 で は根本 71ら が 1973年に ク ロ ゴ キ ブ リ抗原 に

対す る皮 内反応 陽性者に吸入誘発試験 を行い
，

ゴ キブ

リ喘息 の 存在 を初 め て 報告 し て い る．またそ の 後 Sak−

aguchi8 〕
， 尾上9）らが ゴ キ ブ リ抗原 に 関す る報告 をし

て い る．しか しなが ら小児が 中心 で ， 成人喘息 に お け

る詳細な検討は な され て お らず，成 人にお い て は重要

な ア レ ル ゲ ン として は意識 され て い な い ように 思 わ れ

る．

　ゴ キブ リ は世 界 で 300種類 ，本邦で は 50 種類存在 し

て い る とい われ ， 主に ヤ マ トゴ キブ リ，ク ロ ゴ キブ リ，

ワ モ ン ゴ キブ リ ， チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リが生息 し て い る が ，

今 回 は 入手可 能 な コ マ
ーシ ャ ル ベ ー ス （Greer 及 び

Hollister−Steir　Laboratories）の ゴ キブ リ抗原液を用 い

て American 　cockroach （Periplaneta　americana 　，ワ モ ン

ゴ キ ブ リ），German　cQckroach （Blattela　gerniani．ca ，

チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ）に対する即時型 皮 内反応 陽性 率を

調査 した，同種の ゴ キブ リ に つ い て 反応 をみて い るに

もかかわ らず抗原液の 供給会社に よ り陽性率に ば らつ

きが み ら れ た とい うこ とは抗 原量 の 違 い ある い は抗原
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　 Fig．6．　RAST 　inhibition　curve 　（case 　2）．

　Dose −dependent 　inhibition　of　German　cockroach 　RAST 　was 　observed 　by　all　com −

mercial 　base　cockroach 　and 　mite −ai ［ergen 　extracts ．

成分 も微妙に異な っ て い るため と考え られ ， ア レ ル ゲ

ン の 標準化が望 ま れ る ．使用 した ゴ キ ブ リの 種類 ， 抗

原濃度の違 い か ら か即時型皮内反応陽性 率にば らつ き

はあ る も の の CAP −RAST 陽性率 も含め
， ア レ ル ギー

患者に お ける ゴ キブ リ感作率は低 くは な い ．また今回

ゴ キブ リ に対 し即時型皮内反応，　CAP −RAST ともに陽

性の成人気管支喘息患者 6例に対 し抗原吸入誘発 試験

を行 っ た とこ ろ 2 例に即 時型気道反応，1例 に遅 発型

気道反応 を呈 した．こ の こ とは単に ゴ キ ブ リ に 感作 し

て い る だ けで な く．そ の 病態に もか か わ っ て い る こ と

を示唆 して お り，また遅 発型気道反応 は気道過敏症 の

亢進に つ なが り
lo），臨床的喘息の 病態 と深 く関連 して

い る と考えられ る点で も重要 で あ る．さら に末梢血 白

血球 ヒ ス タ ミ ン 遊離試験 （HRT ＞陽性 で あ っ た 2 例に

お い て も高 い reactivity （最大 ヒ ス タ ミ ン 遊離率），sen −

sitivity （50％ 遊離量に必要 な抗原濃 度）が 認 め られ た．

HRT は basophil表面で の 抗原 抗体反応 とそ れ に伴 う

メ デ ィ エ ーターの遊離 と い う一連の 生物学的反応 をみ

て お り，IgE 抗体が 大 きく関与 して い る 証明 になる．

　今 回 の RAST 抑 制 試験 の 結 果 に て も American

cockroach と German 　cockreach の 間 には共通抗原 性

の 存在が 考え られ たが ，こ れ ら 2 種 の ゴ キ ブ リ ア レ ル

ゲ ン に つ い て皮内テ ス ト
ID ，　 RAST 抑制試験及 び im・

munobloti2 ），免疫 電 気泳動 13〕14）な ど で 共通抗 原性 の

存在が検討 され て い る．し か し Tsail5〕ら は immuno 一

blotお よ び immunoblot　inhibition・
study に よ り Ame −

rican 　cockroach と German 　cockroach に は 異 な っ た

IgE 結合部位が み られ る こ と を明 らか に して い る．ま

た症例 1 の RAST 抑制試験の 結果 （Fig．　5）では Greer

の American 　cockroach で は 軽度 の 抑制 しか認め られ

なか っ た．つ まりこ れ ら 2 種類 の ゴ キ ブ リは
一・

部共通

な抗原性を持 つ が，またそれ ぞれ に特異的な抗原性が

存在す る と予想され る 。

　またわ が 国 の 主 要抗 原 で あ る ダ ニ と の 特 異的 IgE

抗体 の 相 関 をみ た と こ ろ ダ ニ と ゴ キ ブ リ CAP ・RAST

の 問に は 相関は 認め られ な か っ た．しか し症 例 2 の

RAST 抑制試験 （Fig，6）の よ うに ダニ 抗原 に よ っ て も

ゴ キ ブ リ RAST が抑制 され る 症例 も認め られ ，

．．・
部の

症例で は ダ ニ との 交叉抗原性 の 存在が 示唆された．近

年，エ ビ，カ ニ など甲殻類 も含め た魚介類お よ び ダ ニ
，

ゴ キブ リ の 間に は 筋肉蛋 白で ある トロ ポ ミ オ シ ン が存

在 し，共通抗原性が認め られた との 報告があり16加 さ

らなる検討が必要で ある．

　諸家 の 報告 ］8）19）に よ る と米国の都市部で は ゴ キブ リ

へ の 曝露 お よび感作が 多 く，特 に低所得者層に 顕著で

あ ると い われ て い る．また救急外来受診喘息患 者の な

か で は ゴ キ ブ リが 吸 入抗原 の なか で 最 も特 異的 1gE

陽性 の 頻度が 高 く， acute 　asthma の risk ．factorで ある

との 報告 もある2ω．さらに 近年，米国 の 都市部 に お い

て小児 の 寝室 で の ゴ キ ブ リ抗原 の検出率が ダ ニ よ りも
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高 くゴ キブ リ抗原の 高濃度曝露お よび感作が年間入 院

率，救急外来受診回 数に 影響 を与 え る との 報告 もあ

る21｝．

　各国の 感作 率 は台湾 で は CAP ・RAST で 36％ 15），ア

メ リ カ ル イ ジ ア ナ で は 皮膚 テ ス トで 70％ lv
， ケ ン

タ ッ キ
ーで は 皮膚テ ス トで 36．9％ 22｝で あ っ た と報告 さ

れて い る，本邦 で は Sakaguchi8｝らが 喘息児に お い て

Periplanetajutiginosaと Blattella　germanicaの 特 異 的

IgE 抗体陽性率が それ ぞ れ 16％ お よ び 9．9％ で あ っ

たと報告 して お り，また尾上 9〕らは喘息児にお い て 4

種の ゴ キ ブ リ （ク ロ ゴ キ ブ リ，チ ャ バ ネ ゴ キブ リ ， ワ

モ ン ゴ キ ブ リ，ヤ マ トゴ キブ リ）の 特異 的 IgE 抗 体陽

性率が 15．7〜29，4％ で あ っ た と報告 して い る．

　気候や 生活環境に よ り陽性率が異 なる ため ， 必 ず し

も諸外国と同様 とは考え られな い が ，諸外 国 と比較 し，

本邦の 陽性率が低 い の は ， 地域 差 もある と思われ るが，

日本で は家庭内の ゴ キ ブ リの 抗 原量 は ダ ニ と比 べ ，少

な い もの と思 われ る．

　本邦 に お い て の ゴ キ ブ リが吸入抗原 と し て喘息発作

の 原因 の
一つ にな っ て い る こ とは間違 い な い と思 われ

るが ， 環境中の 抗原量お よ び地域差，所得差 ， 居住環

境，季節 に よ る 変動等不明な点 も多い ，近年 の わが 国

の 家屋構造の変化は将来的に ゴ キブ リが重要な室 内ア

レ ル ゲ ン とな る可能性があ り，今後ゴ キ ブ リに よる感

作お よび発作誘発抗原 量等 さ らな る検討 が 必 要で あ

る ．

　 ゴ キ ブ リもダニ と同様駆除が むずか しく， 回避が 困

難 な室内ア レ ル ゲ ン で あると思われ る が ，積極的に原

因ア レ ル ゲ ン であ るか 否か を検討 し，陽性で あれ は環

境整 備を指導す る上 で ゴ キ ブ リの 駆除 も考慮する 必要

がある と考えられ る．

結　語

　成人喘息患者を対象と した ゴ キ ブ リ の 即 時型皮内反

応 陽 性 率 お よ び CAP −RAST 陽 性 率 は 10％ 前 後 で

あ っ た．また抗 原吸入 誘発試験 ， 末梢血 ヒ ス タ ミ ン 遊

離試験 陽性例 も認 め た ．室内ア レ ル ゲ ン で あ り，常時

曝露す る こ とを考える と成人で も臨床上 重要なア レ ル

ゲ ン と考えられ た ．

今回の 調査研究 に 多大な ご協力 を 頂 い た 国立 相模原病院

臨床研究 セ ン ター
の 斎 藤 明 美先 生 ，安枝　浩先生他，ス タ ッ

フ の 方 々 に 深謝 い た します．
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    To  study  the  clinical  significance  of cockroach  allergen  in adult  asthmatics  in Japan, we  performed  intradermal skin

test to four commercial  base cockroach  extracts.  The specific IgE antibody  to cockroach  was  measured  in sera  by CAP-

RAST. Positive ratesof  immediate intradermal skin  response  to cockroach  extracts  were  10.2t-12.6%. Positive rate  of

CAP-RAST  to cockroach  was  12.6%, We  performed  bronchial provocation test on  6 cockroach  sensitive  asthmaties.  Im-

mediate  asthmatlc  response  was  provoked  in 2 cases  and  late asthmatic  response  was  provoked  in one  case.  Positive

histamine release  from peripheral leukocytes (HRT) to cockroach  was  shown  in eockroach  sensitive  asthmatics.

    RAST-inhibition studies  of  ¢ ockruach  showed  several  inhibition patterns  and  indicated partial cross-reactivity  be-

tween  cockroach  species  and  mite.

   These results  indicate that there is a possibility that cockroach  is one  of the important inhalent allergens  in Japan.
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